
令和 5年 7月 28 日 

 

大学院工芸科学研究科博士前期課程(修士課程)  

一般入試（第Ⅰ期) 

社会人特別入試（秋入学） 

外国人留学生特別入試（秋入学）  

大学院工芸科学研究科博士後期課程  

一般入試（第Ⅰ期・秋入学) 

社会人特別入試（第Ⅰ期・秋入学) 

外国人留学生特別入試（秋入学） を受験予定の方々へ 

 

京都工芸繊維大学 

 

令和 6・5年度大学院博士前期課程・博士後期課程 

入学試験の試験室および受験上の注意事項について 

 

令和 5年 8月 22 日～24日に令和 6・5年度大学院博士前期課程・博士後期課程の入学試験を実施しま

す。 

試験当日の試験室および受験上の注意事項について、次の(1)と(2)のとおり、お知らせしますので確

認してください（博士後期課程に出願された海外在住の外国人受験者で渡日前入試を希望された方につ

いては、オンライン方式による入学試験を実施します。入学試験の実施日時等については、各専攻また

は入試課から別途通知します。7 月 28 日までに連絡がない場合は、下記問合せ先までお知らせくださ

い。）。 

 

(1) 試験室について 

各専攻の試験室等を、3ページ以降に掲載しますので、必ず確認してください。 

なお、試験当日までに試験室等が変更となる場合や連絡すべき事項が生じた場合は、本学のホー

ムページに掲載しますので、次のＵＲＬを注視願います。 

大学院入試最新情報ＵＲＬ：https://ac.web.kit.ac.jp/02/gs_news.php 

    

(2) 受験上の注意事項について 

受験上の注意事項については 8ページ以降に記載しています。 

なお、専攻独自の注意事項についても 12 ページ以降のように変更がありますので、必ず確認して

ください。                    

      

 
問合せ先 
〒６０６－８５８５ 

京都市左京区松ヶ崎橋上町１番地 
京都工芸繊維大学 入試課 大学院入試係 
電話：０７５－７２４－７１６２、７０９６ 

メール：innyushi[at]kit.ac.jp 
（※[at]を@に変換してください。） 
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July 28, 2023 
Kyoto Institute of Technology 
 
To persons intending to take any of the examinations below: 

 
Graduate School of Science and Technology Master’s Program 
General Entrance Examination (I)  
Special Entrance Examination for Adults (Fall Admission) 
Special Entrance Examination for International Students (Fall Admission) 
Graduate School of Science and Technology Doctoral Program 
General Entrance Examination (I・Fall Admission) 
Special Entrance Examination for Adults (I・Fall Admission) 
Special Entrance Examination for International Students (Fall Admission) 
 

Information on 2023 and 2024 Academic Year Master’s and Doctoral Program 
 Entrance Examinations and Examination Rooms 

 
The KIT entrance examinations for the 2023 and 2024 academic year master’s and doctoral programs will 

be held from August 22 to 24, 2023.  
With regard to examination rooms and precautions on the day of the examination, see (1) and (2) below. 

(International doctoral course applicants who reside abroad and wish to take the examination before their arrival in 

Japan, may take the entrance examination online. A KIT faculty member or Admissions Office personnel will 
notify you of the examination schedule. If you have not received a notification from us regarding this by July 
28, contact us at the email address below.)  
 

(1) Examination rooms 
Be sure to confirm the examination room for each major, listed on page 3 and thereafter. 
If there are any changes to the examination rooms before the day of the examination, or if there are 
any announcements required, they will be posted on the KIT website. 
https://ac.web.kit.ac.jp/02/gs_news.php 

(2) Entrance examination Precautions 
Precautions for taking the examination are listed on page 8 and thereafter. Be sure to check page 12 
and the following pages for changes in precautionary notes unique to your major. 

 
 
 

Inquiries 
Admissions Office, Graduate Admissions  
Kyoto Institute of Technology 
1 Matsugasaki Hashikami-cho, Sakyo-ku, 
Kyoto, 606-8585, Japan 
Telephone: 075-724-7162, 7096 
Email: innyushi[at]kit.ac.jp 
(Convert [at] to @) 
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専 攻 名 受 験 番 号
出願
者数

筆記試験室 　２号館　２階　０２２３講義室

受験者控室 　２号館　２階　０２２３講義室

口述試験室
　２号館　１階　０２１１講義室
　　　　　　　　０２１２講義室

　材料創製化学専攻 112001～112011 11

　材料制御化学専攻 113001～113027 27

　物質合成化学専攻 114001～114018 18

　機能物質化学専攻
115001～115024

※115015は欠番
23

筆記試験室 　６号館　１階　０６１１講義室

受験者控室 　６号館　１階　０６１１講義室

口述試験室 　８号館　１階　０８１１講義室

　情報工学専攻 117001～117045 45

8月22日（火）
筆記試験（数学）
10:00～12:00
筆記試験（専門科目）
13:30～15:30

筆記試験室 　６号館　１階　０６１２講義室

　機械物理学専攻 118001～118025 25

　機械設計学専攻 119001～119025 25

筆記試験室
【論文型】

　１号館　２階　０１２１講義室

実技試験室
【特定課題
型】

　１号館　３階　大学院会議室

受験者控室 　１号館　３階　大学院会議室

口述試験室 　１号館　３階　３０４室

筆記試験室
  東３号館  ２階　Ｋ２０１講義室
　　　　　　３階　Ｋ３０１講義室

実技試験室

　東１号館　２階　２０２室
　　　　　　　　　２０３室
　　　　　　　　　２０４室
　　　　　　　　　２０５室
　　　　　　　　　２０６室
　　　　　　　　　２０７室

受験者控室
　東３号館　１階　Ｋ１０１講義室
　　　　　　２階　Ｋ２０１講義室
　　　　　　３階　Ｋ３０１講義室

口述試験室

　東３号館　１階　Ｋ１０３室
　　　　　　２階　Ｋ２０２講義室
　　　　　　　　　Ｋ２０３講義室
　　　　　　３階　Ｋ３０２講義室
　　　　　　　　　Ｋ３０３講義室

筆記試験室 　東３号館　３階　Ｋ３０１講義室

実技試験室 　東１号館　２階　２０５室

受験者控室 　東３号館　３階　Ｋ３０１講義室

口述試験室 　東３号館　３階　Ｋ３０２講義室

受験者控室 　３号館　２階　０３２１講義室

口述試験室
　３号館　２階　０３２２講義室
　　　　　　　　０３２３講義室

受験者控室 　１５号館　２階　Ｎ２０１室

口述試験室   １４号館　２階　Ｓ２１６室

令和６年度　京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科博士前期課程（修士課程）

一般入試（第Ⅰ期）　試験室等

科目・時間 試 験 室

 　応用生物学専攻 111001～111027 27

8月22日（火）
筆記試験（専門科目）
13:00～14:30
口述試験
15:00～

8月22日（火）
筆記試験（専門基礎科目Ⅰ）
10:00～11:30
筆記試験（専門基礎科目Ⅱ）
13:00～14:30
筆記試験（専門基礎科目Ⅲ）
15:00～16:30

8月23日（水）
筆記試験（専門基礎科目Ⅳ）
10:00～11:30
筆記試験（専門基礎科目Ⅴ）
13:00～14:30
筆記試験（専門基礎科目Ⅵ）
15:00～16:30

筆記試験室 　３号館　３階　０３３１講義室

　電子システム工学専攻 116001～116012 12

8月22日（火）
筆記試験（専門科目）
10:00～12:00
口述試験
13:30～

8月22日（火）
筆記試験（数学）
10:00～11:30
筆記試験（専門科目）
13:00～16:00

筆記試験室 　３号館　１階　０３１１講義室

  デザイン学専攻

特定課題型
125001～125013

論文型
126001～126005

18

8月22日（火）
実技または筆記試験
（専門科目）
9:30～12:00
口述試験
13:00～

　建築学専攻
122001～122105

※122044は欠番
104

8月22日（火）
筆記試験（専門科目）
9:00～10:30
筆記試験（小論文）
10:45～12:15
実技試験（設計）
13:30～17:30

8月23日（水）
口述試験
13:00～

　京都工芸繊維大学・
　チェンマイ大学
　国際連携建築学専攻

511001～511003 3

8月22日（火）
筆記試験（専門科目）
9:00～10:30
筆記試験（小論文）
10:45～12:15
実技試験（設計）
13:30～17:30

8月23日（水）
口述試験
11:00～

 　先端ファイブロ科学専攻 123001～123011 11
8月22日（火）
口述試験
13:00～

　バイオベース
　マテリアル学専攻

124001～124005 5
8月22日（火）
口述試験
13:00～
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◆社会人特別入試

専 攻 名 受 験 番 号
出願
者数

受験者控室 　１号館　３階　大学院会議室

口述試験室 　１号館　３階　３０４室

◆外国人留学生特別入試

専 攻 名 受 験 番 号
出願
者数

　物質合成化学専攻 874001 1
8月22日（火）
口述試験
15:30～

口述試験室
　３号館　２階　第２会議室
（控室はありませんので試験開始５分前に試験室に集合してくださ
い）

筆記試験室 　６号館　１階　０６１２講義室

受験者控室 　６号館　１階　０６１２講義室

口述試験室 　６号館　３階　３０１室

　機械物理学専攻 878001～878002 2

　機械設計学専攻 879001 1

筆記試験室
【論文型】

　１号館　２階　０１２１講義室

受験者控室 　１号館　３階　大学院会議室

口述試験室 　１号館　３階　３０４室

筆記試験室
【小論文】

実技試験室
【設計】

受験者控室 　東３号館　３階　Ｋ３０１講義室

口述試験室 　東３号館　３階　Ｋ３０２講義室

受験者控室 　３号館　２階　０３２１講義室

口述試験室
　３号館　２階　０３２２講義室
　　　　　　　　０３２３講義室

令和５年度　京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科博士前期課程（修士課程）
秋入学試験（社会人特別入試・外国人留学生特別入試）　試験室等

科目・時間 試 験 室

　デザイン学専攻

論文型
856001

DDコース型
857001

2
8月22日（火）
口述試験
13:00～

科目・時間 試 験 室

　情報工学専攻 877001 1

8月22日（火）
筆記試験（数学）
10:00～12:00
筆記試験（専門科目）
13:30～15:30

8月23日（水）
口述試験
13:30～

筆記試験室 　３号館　１階　０３１１講義室

  デザイン学専攻
論文型
886001

1

8月22日（火）
実技または筆記試験
（専門科目）
9:30～12:00
口述試験
13:00～

　先端ファイブロ科学専攻 883001 1
8月22日（火）
口述試験
13:00～

8月22日（火）
筆記試験（専門科目）
13:00～14:30

　建築学専攻 882001～882002 2

8月22日（火）
実技または筆記試験
（小論文・設計）
13:30～17:30

8月23日（水）
口述試験
9:00～

　東1号館　２階　Ｅ１２１講義室
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◆一般入試

専 攻 名 受 験 番 号
出願
者数

筆記試験室　１２号館　１階　１２１１講義室

受験者控室　１２号館　２階　２０７Ｂ室

口述試験室　１２号館　１階　１２１１講義室

筆記試験室　６号館　１階　０６１２講義室

受験者控室　６号館　１階　０６１２講義室

口述試験室　６号館　３階　３０１室

筆記試験室　１０号館　４階　４１０室

受験者控室　１０号館　４階　４１０室

口述試験室　１０号館　４階　４１１室

筆記試験室　東１号館　５階　５０１室

受験者控室　東１号館　５階　５０１室

口述試験室　東１号館　３階　３０６室

筆記試験室　３号館　２階　０３２１講義室

受験者控室　３号館　２階　０３２１講義室

口述試験室　３号館　２階　０３２２講義室

筆記試験室　１５号館　２階　Ｎ２０１室

受験者控室　１５号館　２階　Ｎ２０１室

口述試験室　１４号館　２階　Ｓ２１６室

◆社会人特別入試

専 攻 名 受 験 番 号
出願
者数

筆記試験室　２号館　４階　４４１室

受験者控室　２号館　４階　４４１室

口述試験室　２号館　４階　４３３室

筆記試験室　１２号館　１階　１２１１講義室

受験者控室　１２号館　２階　２０７Ｂ室

口述試験室　１２号館　３階　３１９室

筆記試験室　１２号館　１階　１２１１講義室

受験者控室　１２号館　２階　２０７Ｂ室

口述試験室　１２号館　３階　３１９室

筆記試験室　東１号館　５階　５０１室

受験者控室　東１号館　５階　５０１室

口述試験室　東１号館　３階　３０６室

令和６年度　京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科博士後期課程
一般入試・社会人特別入試（第Ⅰ期） 試験室等

科目・時間 試 験 室

物質・材料化学専攻
材料制御化学

132001
1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

設計工学専攻

情報工学
134002

1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

機械設計学
134001

1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

試 験 室

建築学専攻　 136001～136003 3

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

先端ファイブロ科学専攻 137001 1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:00～

バイオベースマテリアル学専攻 138001～138002 2

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

科目・時間

バイオテクノロジー専攻 231001～231003 3

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

物質・材料化学専攻

物質合成化学
232001

1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

機能物質化学
232002

1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

建築学専攻　 236001 1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～
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◆一般入試

専 攻
名

受 験 番 号
出願
者数

筆記試験室 　東１号館　５階　５０１室

受験者控室 　東１号館　５階　５０１室

口述試験室 　東１号館　３階　３０６室

◆社会人特別入試

専 攻
名

受 験 番 号
出願
者数

筆記試験室 　２号館　４階　４４１室

受験者控室 　２号館　４階　４４１室

口述試験室 　２号館　４階　４３３室

筆記試験室 　１２号館　１階　１２１１講義室

受験者控室 　１２号館　２階　２０７Ｂ室

口述試験室 　１２号館　１階　１２１１講義室

筆記試験室 　６号館　１階　０６１１講義室

受験者控室 　６号館　１階　０６１１講義室

口述試験室 　８号館　１階　０８１１講義室

筆記試験室 　６号館　１階　０６１２講義室

受験者控室 　６号館　１階　０６１２講義室

口述試験室 　６号館　３階　３０１室

筆記試験室 　東１号館　５階　５０１室

受験者控室 　東１号館　５階　５０１室

口述試験室 　東２号館　４階　４０１室

筆記試験室 　東１号館　５階　５０１室

受験者控室 　東１号館　５階　５０１室

口述試験室 　東１号館　３階　３０６室

◆外国人留学生特別入試

専 攻
名

受 験 番 号
出願
者数

受験者控室 　東１号館　５階　５０１室

口述試験室 　東２号館　４階　４０１室

令和５年度　京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科博士後期課程
秋入学試験（一般入試・社会人特別入試・外国人留学生特別入試）　試験室等

科目・時間 試 験 室

建築学専攻　 836001 1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

科目・時間 試 験 室

バイオテクノロジー専攻 861001 1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

物質・材料化学専攻
材料制御化学
862001

1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

電子システム工学専攻
863001～863002

2

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

試 験 室

設計工学専攻
情報工学

864001～864002
2

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

デザイン学専攻 865001 1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

建築学専攻 866001 1

8月24日（木）
筆記試験（外国語）
10:30～12:00
口述試験
13:30～

科目・時間

　海外在住者に対してオンライン入試

デザイン学専攻 895001 1
8月24日（木）
口述試験
13：30～

バイオベース
マテリアル学専攻

898001 1
8月24日（木）
口述試験
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西北門

馬橋門

西門 東門

プール
１７号館
（北棟）

１４号館 実習棟 RI ２
 

号
 

館

東4号館 附属図書館
１
３
号
館

東３号館

駐車場 運　動　場

１５号館 16号館
北講義室

（北棟）

１７号館
（南棟）

保健管理
センター

環境科学

センター
11
号
館

１２号館 (南棟) １号館
体育館

弓
道
場

西部講
義室

武
道
場

美
術
工
芸

資
料
館

東１号館 東２号館
東部構内

プレハブ校舎

１０号館 プ
ラ
ザ

Ｋ
Ｉ
Ｔ

60周年記念館

大学センターホール KYOTO Desgin Lab

１８号館

１９号館
食堂 ７号館 ５号館

８
号
館

３号館西実験棟 ９号館 情報科学
　センター

６号館大学会館 ４号館

北山通り

中央門

← 地下鉄「松ヶ崎」駅

Ｎ

大学の塔「時を越えて」

この建物は試験室等の位置を示す。

矢印は建物の出入口を示す。

京都工芸繊維大学 建物配置図

受験者のエレベーターの使用は禁止します。

入試課掲示板（１F）

入試課（１Ｆ）
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受験上の注意事項  
Examination Precautions 
１．共通の注意事項 Common Precautions for All Students 

注: 下記の事項は、募集要項の各入試種別の該当ページにおける「持参物及び受験上

の留意事項」に置き換えます。 

Note: The following items replace the What to Bring and Notes on the Examination of the 

relevant page for each examination classification in the Admission Requirements. 

 

 

(1) 持参物 What to Bring 

試験には、次の物を持参してください。Bring the following items to the examination 

① インターネット出願システムより印刷した受験票 

Examination ticket printed from the internet application system 

② 筆記用具（HB 程度の黒鉛筆またはシャープペンシル、プラスチック消しゴム） 

Writing utensils (HB type pencil or mechanical pencil, plastic eraser) 

③ 時計（携帯電話や計時以外の機能が付いた機器を、時計として使用することは

できません。） 

Clock (Note: mobile phones or devices with functions other than a timer, may not be 

used as clocks) 
※各入試種別の下記専攻については、専攻ごとの注意事項で指定されたものを準

備しておいてください。（12 ページ以降参照） 
 Note: Prepare the items specified in the notes of your respective target program as 

below. (cf. 12 pages onwards)  
 

 ・博士前期課程（修士課程）一般入試（第Ⅰ期） 
Master’s Program General Entrance Examination (I) 
 材料創製化学専攻、材料制御化学専攻、物質合成化学専攻、機能物質化学

専攻、デザイン学専攻、建築学専攻、京都工芸繊維大学・チェンマイ大学

国際連携建築学専攻 
For the Master’s Program of Innovative Materials, Master’s Program of Material’s 
Properties Control, Master’s Program of Materials Synthesis, Master’s Program of 
Functional Chemistry, Master's Program of Design, Master's Program of 
Architecture, and the Kyoto Institute of Technology and Chiang Mai University 
Joint Master's Degree Program in Architecture 

     ・博士前期課程（修士課程）社会人特別入試（秋入学） 
Master’s Program Special Entrance Examination for Adults (Fall Admission)  
 デザイン学専攻 
 For the Master's Program of Design  
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     ・博士前期課程（修士課程）外国人留学生特別入試（秋入学） 
        Master’s Program Special Entrance Examination for International Students (Fall 

Admission) 
        デザイン学専攻、建築学専攻 

 For the Master's Program of Design and Master's Program of Architecture 

     ・博士後期課程 社会人特別入試（秋入学） 

      Doctoral Program Special Entrance Examination for Adults (Fall Admission) 

       電子システム工学専攻 For the Doctoral Program of Electronics 

 

(2) 受験上の留意事項 Notes on the Examination 

① 受験生は、試験の当日、インターネット出願システムより印刷した受験票を持

参し、試験監督者等の指示に従って提示してください。持参していない場合は、

受験できないことがあります。万一、紛失した場合または忘れた場合は、入試

課へ申し出てください。 

Examinees must present their examination tickets that they have printed from the 

internet application system on the examination day and follow the supervisor’s 

directions. Examinees without their examination tickets may not be allowed to 

take the examination. If you have lost or failed to bring your examination ticket, 

inform the Admissions Office.  

② 試験当日は試験開始 20 分前までに試験場に到着し、各科目の試験開始 15 分

前までに所定の試験室または口述試験控室に入り、自分の受験番号の席に着

いてください。 

On the day of the examination, examinees should arrive at the examination site 

20 minutes before the examination starts, enter the designated examination room   

or the oral examination waiting room 15 minutes before the start of each specific 

examination subject and be seated at the desk with their examinee number.  

③ 試験開始後、20 分以上遅刻して試験室に到着した場合は、受験することがで

きません。 

Examinees who arrive at the examination room 20 minutes or later after the 

scheduled starting time, will not be allowed to take the examination. 

④ 指定の科目等を１科目でも受験しなかった場合は、全試験を放棄したものと

みなされ、以後は受験することができません。 

Examinees who do not take ALL of the designated subjects are disqualified and 

will not be permitted to take the examination again at a later date. 

⑤ 試験中、不正行為をした場合及び不正行為とみなされる行動があった場合、ま

たは監督者の指示に従わない場合は、直ちに受験の停止を命じます。 

Examinees who act, or are deemed to have acted, dishonestly or who do not 
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follow the instructions of the supervisor during the examination, will be 

commanded to stop taking the examination immediately. 

⑥ 試験当日、大学到着後に体調不良が発生した場合は、入試課または試験監督者

に申し出てください。なお、症状によっては受験を認めない場合があります。

If you feel ill on the day of the examination or after arriving at KIT, notify the 

Admissions Office or the exam supervisor. Depending on your symptoms, you may not 

be allowed to take the examination. 

⑦ 試験時間中に気分が悪くなるなど、受験することが困難と思われた場合は、監

督者に申し出て、その指示に従ってください。この場合、医務室で一時休養の

後、試験室に復帰することは可能ですが、試験時間の延長は認めません。また、

試験室への復帰が、次の試験時間の遅刻限度 20 分を経過した場合は、当該学

力検査科目の受験も認めません。 

If you become ill during the examination and cannot continue, inform the 

examination supervisor of your condition and follow his/her instructions. You may 

come back to the examination room if you feel better after resting at the KIT clinic. 

Note that no extension of the examination time will be allowed.  In addition, if you 

are more than 20 minutes late for the next examination subject, you will not be 

allowed to take the next examination. 

⑧ 試験中に水分補給をしたい場合は、試験監督者の許可を得た上で行ってくだ

さい。 

Obtain permission from the examination supervisor if you wish to drink water during 

the examination.  

⑨ 試験中、携帯電話・その他の電子機器・腕時計のアラーム音などが発生しても、

試験の再実施や時間の延長などの対応はいたしません。 

The examination will not be repeated and time will not be extended, even in the 

event that a sound such as an alarm from a mobile phone, other electronic device 

or wristwatch occurs during testing. 

 

(3) 禁止事項 Don’ts 

① 試験中は、受験票並びに試験監督者の指示するもの以外は机上に置いてはい

けません。 

Examinees must not place anything on the desks, except for their examination tickets 

and/or other items mentioned by the examination supervisor. 

② 計時以外の機能が付いた時計及び計算機能等がついた文房具の持込を禁止し

ます。 

Clocks with functions other than a timer and writing implements with calculation 
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functions etc. are not allowed on the examination desk. 

③ 携帯電話や音の出る機器は、試験室に入る前にアラームの設定を解除し、電源

を切ってカバン等の中にしまっておいてください。携帯電話を時計として使

用できません。また、時計もアラームの設定を解除し、鳴らない状態にしてお

いてください。 

All mobile phones and devices that emit sound should be turned off before entering the 

examination room and placed inside your bag. Mobile phones are not allowed to be 

used as clocks. If your clock has an alarm function it must be turned off so that it 

does not ring. 

④ 文字や数式等がプリントされている服等は着用しないでください。着用して

いる場合は、裏返して着ていただくことがあります。座布団と膝掛けは、文字

や数式等がプリントされていないものに限り使用を認めます。 

Examinees must not wear clothing on which numerical formulas and/or any other 

symbols are printed. If such clothing is discovered, the examinee concerned may 

be asked to wear the clothing inside out. Zabuton (sitting cushions) and lap robes 

are allowed provided they too have no printed numerical formulas and/or any 

other symbols. 

⑤ 試験室内では入室から退室まで（休憩時間を除く）、飲食（ガム・あめなどを

含む）は禁止です。 

Eating and drinking (including gum and candy) inside the examination room is not 

allowed from the time you enter the room until the time you exit (excluding break 

time). 

⑥ 試験開始以降、試験室を退室するまで（休憩時間を除く）、試験当日に各専攻

から貸与される物品がある場合を除いて、携帯電話やその他の電子機器（オー

ディオプレーヤー・パソコン・ゲーム機・電子辞書・電子手帳など）は使用で

きません。 

The use of mobile phones and other electronic devices (audio players, computers, game 

devices, electronic dictionaries, electronic notebooks etc.) is not allowed from the 

beginning of the examination until leaving the examination room (excluding break 

time), except for the use of items provided by each major on the day of the examination. 

⑦ 各建物のエレベーターの使用を禁止します。 

The use of elevators is prohibited in all buildings. 

 

 

(4) その他 Other 

① 試験当日に、交通機関の遅延等により試験開始時刻の変更等がある場合は、本
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学ホームページでお知らせします。 

https://www.kit.ac.jp/ 

If, on the day of the examination, there is a change in the starting time due to delays in 

transportation etc., we will inform you through the KIT homepage. 

https://www.kit.ac.jp/ 

② その他、受験について不明な点があれば、入試課に問い合わせてください。 

If you have any other questions regarding the examination, contact the Admissions 

Office. 

 

２．各入学試験区分における専攻ごとの注意事項 

    Notes for each major in each examination classification 

（１）博士前期課程（修士課程）一般入試（第Ⅰ期） 

Master’s Program General Entrance Examination (I) 
◆材料創製化学専攻／材料制御化学専攻／物質合成化学専攻／機能物質化学専攻 

Master’s Program of Innovative Materials / Master’s Program of Material’s Properties Control /  

Master’s Program of Materials Synthesis / Master’s Program of Functional Chemistry 

受験生には、一部の専門基礎科目の試験において、プログラム機能のついていない

関数型計算機（電池式）を貸与します。 

 For the examination of some basic specialized subjects, the students will be provided with a 

battery-powered scientific calculator without program functions. 

◆デザイン学専攻 Master’s Program of Design 

口述試験の際、A3 用紙の大きさで 3 枚までにまとめた作品集・資料等を持参して

ください。 

なお、受験者には試験（実技など）に使用する特別な用具は貸与します。 

For the oral examination, bring your portfolio (collection of previous work), 
materials, etc. It must NOT be MORE THAN 3 sheets of A3-size paper (297 mm x 
420 mm).  
We will lend examinees special equipment needed for the examination (practical skills, 

etc.) . 

◆ 建築学専攻  Master’s Program of Architecture 

下記のものを持参してください。 

Please bring the following on the examination day. 

ア．専門科目：プログラム機能のついていない関数型計算機（電池式）。 

    Specialized subjects: Battery-powered scientific calculator without program 

functions. 

イ．小論文：プログラム機能のついていない関数型計算機（電池式）。 
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    For the essay: Battery-powered scientific calculator without program functions. 

ウ．設計：製図用具、プログラム機能のついていない関数型計算機（電池式）。

ただし、製図板とＴ定規は貸与します。 

また、メモ類の持ち込みは一切認めません。 

For the architectural design examination: Drawing instruments and a battery-

powered scientific calculator without program functions. Drawing boards and T-

squares will be provided. Examinees are absolutely forbidden to bring notes. 

エ．口述試験：研究計画を説明する場合は、必要と思われる資料、または建築設

計作品のうち代表的な 2 点以上の説明できる図面、写真等を持参してくだ

さい。 ただし、建築模型の持ち込みは認めません。 

Oral examination: Diagrams, photos and data that can be used to explain two or 

more of your representative architectural works or any materials that you feel are 

necessary to explain your research proposal. Note, however, that architectural 

models may not be brought into the examination room. 

 

◆ 京都工芸繊維大学・チェンマイ大学国際連携建築学専攻 

   Kyoto Institute of Technology and Chiang Mai University Joint Master's Degree Program in 

Architecture 

下記のものを持参してください。 

Please bring the following on the examination day. 

ア．専門科目：プログラム機能のついていない関数型計算機（電池式）。 

    Specialized subject: Battery-powered scientific calculator without program 

functions. 

イ．小論文：プログラム機能のついていない関数型計算機（電池式）。 

    For the essay: Battery-powered scientific calculator without program functions. 

ウ．設計：製図用具、プログラム機能のついていない関数型計算機（電池式）。

ただし、製図板とＴ定規は貸与します。 

また、メモ類の持ち込みは一切認めません。 

For architectural design examination:  

Drawing instruments and a battery-powered scientific calculator without program 

functions. Drawing boards and T-squares will be provided. Examinees are absolutely 

forbidden to bring notes. 

エ．口述試験：研究計画を説明する場合は、必要と思われる資料、または建築設

計作品のうち代表的な 2 点以上の説明できる図面、写真等を持参してくださ
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い。ただし、建築模型の持ち込みは認めません。 

Oral examination: Diagrams, photos and data that can be used to explain two or 

more of your representative architectural works or any materials that you feel are 

necessary to explain your research proposal. Note, however, that architectural 

models may not be brought into the examination room. 

 

（２）博士前期課程（修士課程）社会人特別入試（令和５年秋入学） 

Master’s Program Special Entrance Examination for Adults (Fall Admissions for 2023) 
◆デザイン学専攻 Master’s Program of Design 
口述試験の際、A3用紙の大きさで 3枚までにまとめた作品集・資料等を持参してく

ださい。 

For the oral examination, bring your portfolio (collection of previous work), materials, 

etc. It must NOT be MORE THAN 3 sheets of A3-size paper (297 mm x 420 mm). 

 

（３）博士前期課程（修士課程）外国人留学生特別入試（令和５年秋入学） 

    Master’s Program Special Entrance Examination for International Students (Fall 
Admission for 2023) 

     ◆デザイン学専攻 Master’s Program of Design 

口述試験の際、A3 用紙の大きさで 3 枚までにまとめた作品集・資料等を持参

してください。なお、受験者には試験（実技など）に使用する特別な用具は貸与

します。 

For the oral examination, bring your portfolio (collection of previous work), materials, 

etc. It must NOT be MORE THAN 3 sheets of A3-size paper (297 mm x 420 mm).We 

will lend examinees special equipment needed for the examination (practical skills, etc.). 

 

◆建築学専攻 Master’s Program of Architecture 

下記のものを持参してください。 

Please bring the following on the examination day. 

ア．小論文の場合：プログラム機能のついていない関数型計算機（電池式） 

For the essay: Battery-powered scientific calculator without program functions. 

イ．設計の場合：製図用具、プログラム機能のついていない関数型計算機（電池

式）。ただし、製図板とＴ定規は貸与します。また、メモ類の持ち込みは一切

認めません。  

For architectural design examination: Drawing instruments and battery-powered 

scientific calculators without program functions. Drawing boards and T-squares will 
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be provided. Examinees are absolutely forbidden to bring notes. 

ウ．口述試験：研究計画を説明する場合は、必要と思われる資料、または建築設

計作品のうち代表的な 2 点以上を説明できる図面、写真等を持参してくださ

い。ただし、建築模型の持ち込みは認めません。 

Oral examination:  

Diagrams, photos and data that can be used to explain two or more of your 

representative architectural works or any materials that you feel are necessary to 

explain your research proposal. Note, however, that architectural models may not be 

brought into the examination room. 

（４）博士後期課程 社会人特別入試（令和５年秋入学） 

   Doctoral Program Special Entrance Examination for Adults (Fall Admission for 2023) 

   ◆電子システム工学専攻 Doctoral Program of Electronics 

    口述試験の際、修士論文の研究内容とその研究経過、進学後の研究計画ついて、合

計で 10 分程度で説明していただきます。試験会場にはプロジェクタ等は用意しま

せんが、例えばスライド等の印刷物を持参いただいて、それを元にご説明いただい

ても構いません。印刷物をご持参いただく際は、4 部持参をお願いします。 

    During the oral examination, you will be asked to give a total of approximately 10 minutes 

to explain the content of your master's thesis research, its progress, and your research plan 

after entering the Doctoral Program. Although a projector or other equipment will not be 

provided at the examination site, you may bring printed materials such as slides for your 

presentation. If you bring printed materials, please bring four copies. 
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